
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
室外ユニット本体と、
前記本体に設けられ、送風機を有する送風機室と、
前記本体に前記送風機室に隣接して設けられ、インバータ等の電気部品を有する電気品箱
と、
前記電気品箱の上面を覆うように水平に取り付けられ、前記電気品箱の一側面に露出させ
て前記送風機により冷却される第１の発熱部品を取り付けた第１の放熱フィンを有する第
１のプリント基板と、
前記電気品箱の背面を覆うように垂直に取り付けられ、前記電気品箱の背面に露出させて
前記送風機により冷却される第２の発熱部品を取り付けた第２の放熱フィンを有する第２
のプリント基板と、
を備えたことを特徴とする空気調和機の室外ユニット。
【請求項２】
前記電気品箱の他側面に設けられ、前記電気品箱の内部空間に冷却のための外気を導入す
る外気導入口と、
前記電気品箱に設けられ、前記第１の発熱部品と前記第１の放熱フィンとを冷却した前記
外気を前記送風機室側に通す第１の通風口と、
を備えたことを特徴とする請求項１記載の空気調和機の室外ユニット。
【請求項３】
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第１の遮蔽板を前記通風口の前記送風機側に設けたことを特徴とする請求項２記載の空気
調和機の室外ユニット。
【請求項４】
前記電気品箱は一部が前記送風機室に突出し、その突出部を前記送風機の回転領域の外側
四隅の一隅に配置したことを特徴とする請求項１記載の空気調和機の室外ユニット。
【請求項５】
前記送風機の回転領域の外側に沿うように、前記第１の放熱フィンの各フィンの長さを変
化させて配置したことを特徴とする請求項４記載の空気調和機の室外ユニット。
【請求項６】
前記電気品箱の他側面に設けられ、前記電気品箱の内部空間に冷却のための外気を導入す
る外気導入口と、
前記電気品箱の前記送風機側垂直面に設けられ、前記電気品箱の内部空気を前記送風機室
側に抜く第２の通風口と、
この第２の通風口を覆い、開口部が前記本体前面側を向き、該開口部を前記送風機のベル
マウス部後端より前面側に配置した第２の遮蔽板と、
を備えたことを特徴とする請求項１記載の空気調和機の室外ユニット。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、空気調和機の室外ユニットに係わり、電装品取付け構造に関するものである
。
【０００２】
【従来の技術】
図５は、例えば実開平５－９０２２３号公報に示された従来の空気調和機の室外ユニット
の正面図である。
図において、室外ユニット１３は筐体２５を含み、筐体２５の中央やや左下には熱交換器
１７が配置され、熱交換器１７の右側には冷媒ガスを圧縮する圧縮機１４が配置される。
また、熱交換器１７の前方には、圧縮機１４で圧縮された冷媒ガスから熱を取り除くプロ
ペラファン１５が配置される。
【０００３】
また、プロペラファン１５の上部には筐体２５を上下に仕切る仕切板２６が設けられ、こ
の仕切板２６の上面の電気品箱１には基板５が配置される。さらに、基板５の上面には発
熱電子部品６、７が実装される。
基板５の下面には、プロペラファン１５の風を受けるように放熱フィン８が取り付けられ
る。
【０００４】
さらに、プロペラファン１５と圧縮機１４との間には、筐体２５の下部を左右に仕切る仕
切板１６が設けられ、この仕切板１６には基板９が取り付けられ、基板９の圧縮機１４側
主面には発熱電子部品１１が実装される。
また、基板９のプロペラファン１５側主面には、プロペラファン１５の風を受けるように
放熱フィン１２が取り付けられている。
【０００５】
室外ユニット１３の熱交換器１７だけでなく、発熱電子部品６、７、１１もプロペラファ
ン１５により冷却される。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
従来の空気調和機の室外ユニットは、以上のように構成されているので、電気品箱１にお
いては、放熱フィン８、１２を冷却するためにプロペラファン１５を利用しているので、
放熱フィン８及び１２の面積を確保して、尚かつプロペラファン１５側に露出させる必要
性から電気品の配置が上部と側方に分散しているため、電気品箱１の小型化が困難であっ
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た。
【０００７】
この発明は、上記のような問題点を解消するためになされたもので、電気品箱の小型化を
図ると共に、放熱フィンをプロペラファンにより効果的に冷却できる空気調和機の室外ユ
ニットを提供することを目的とする。
また、放熱フィンの放熱効果を高めることを目的とする。
さらに、電気品箱内部の通風を効果的に行うと共に、通風口からの水の侵入を防止するこ
とを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
この発明に係る空気調和機の室外ユニットは、室外ユニット本体と、本体に設けられ、送
風機を有する送風機室と、本体に送風機室に隣接して設けられ、インバータ等の電気部品
を有する電気品箱と、電気品箱の上面を覆うように水平に取り付けられ、電気品箱の一側
面に露出させて送風機により冷却される第１の発熱部品を取り付けた第１の放熱フィンを
有する第１のプリント基板と、電気品箱の背面を覆うように垂直に取り付けられ、電気品
箱の背面に露出させて送風機により冷却される第２の発熱部品を取り付けた第２の放熱フ
ィンを有する第２のプリント基板とを備えたものである。
【０００９】
また、電気品箱の他側面に設けられ、電気品箱の内部空間に冷却のための外気を導入する
外気導入口と、電気品箱に設けられ、第１の発熱部品と第１の放熱フィンとを冷却した外
気を送風機室側に通す第１の通風口とを備えたものである。
【００１０】
また、第１の遮蔽板を通風口の送風機側に設けたものである。
【００１１】
また、電気品箱は一部が送風機室に突出し、その突出部を送風機の回転領域の外側四隅の
一隅に配置したものである。
【００１２】
また、送風機の回転領域の外側に沿うように、第１の放熱フィンの各フィンの長さを変化
させて配置したものである。
【００１３】
また、電気品箱の他側面に設けられ、電気品箱の内部空間に冷却のための外気を導入する
外気導入口と、電気品箱の送風機側垂直面に設けられ、電気品箱の内部空気を送風機室側
に抜く第２の通風口と、この第２の通風口を覆い、開口部が本体前面側を向き、開口部を
送風機のベルマウス部後端より前面側に配置した第２の遮蔽板とを備えたものである。
【００１４】
【発明の実施の形態】
実施の形態１．
以下、この発明の実施の形態の一例を図面を参照して説明する。図１～４はこの発明の実
施の形態の一例を示す図で、図１は電装品取付構造を示す分解斜視図、図２は空気調和機
の室外ユニットの平面図、図３は空気調和機の室外ユニットの正面図、図４は空気調和機
の室外ユニットの要部断面図である。
【００１５】
図において、１は電気品箱で、内部にリアクタ２及び端子台３を収納し、基板ホルダー（
Ａ）４により第１のプリント基板であるプリント基板（Ａ）５を水平に保持すると共に電
気品箱１に固定している。
【００１６】
プリント基板（Ａ）５には、第１の発熱部品である発熱する電子部品（Ａ１）６および電
子部品（Ａ２）７が取り付けられており、第１の放熱フィンである放熱フィン（Ａ）８に
ネジ止めにて固定される。
第２のプリント基板であるプリント基板（Ｂ）９は、基板ホルダー（Ｂ）１０により垂直
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に電気品箱１に固定される。
【００１７】
プリント基板（Ｂ）９には、第２の発熱部品である発熱する電子部品（Ｂ）１１が取り付
けられており、第２の放熱フィンである放熱フィン（Ｂ）１２にネジ止めにて固定される
。
【００１８】
このように構成されたインバーター用の電気品箱１は、室外ユニット１３の内部において
、圧縮機１４の収納された圧縮機室と、プロペラファン１５の収納された送風機室とを区
画する仕切板１６の上部に送風機室の上部に張り出す形で収納されている。
【００１９】
そして、放熱フィン（Ａ）５は、電気品箱１の側面から送風機室側に露出し、プロペラフ
ァン１５の回転域の外側の空間に位置する。
また、放熱フィン（Ｂ）９は、電気品箱１の背面側に露出し、室外ユニット１３の背面に
ある熱交換器１７と電気品箱１との間の空間に位置する。
それぞれの放熱フィン（Ａ）５、（Ｂ）９は、送風機室側に露出しているため、プロペラ
ファン１５の回転による気流により冷却を促進される。
【００２０】
また、電気品箱１の内部空間の放熱を行うため、電気品箱１右側にあるサービスパネル１
８に外気導入口であるルーバー１９が設けられ、運転中にプロペラファン１５の回転によ
り送風機室が負圧になることによって、外気を吸い込み電気品箱１の内部を通った気流を
送風機室に抜くように構成されている。
【００２１】
上記のように構成された電気品において、電気品箱１の内部に置かれたリアクター２等の
背面と上面を、プリント基板（Ａ）５、プリント基板（Ｂ）９で覆うように構成すること
により、電気品を集約し小型化を図ることができる。
【００２２】
また、放熱フィン（Ａ）８、放熱フィン（Ｂ）１２を電気品箱１の側面と背面に配置する
ことにより、送風機室側に露出させて取り付ける必要があるという制約を満たして、より
広い面積の放熱フィンを設けることができる。
【００２３】
電気品箱１内部を右側から左側に向かって外気を取り入れて冷却する場合に、プリント基
板（Ａ）５に取り付けられた発熱する電子部品（Ａ１）６及び発熱する電子部品（Ａ２）
７と放熱フィン８との間の空間から、外気を送風機室側に抜く第１の通風口である通風口
（Ａ）２０を設けることにより、放熱フィン（Ａ）８に対して、下側においては、プロペ
ラファン１５による気流と、上面においては、電気品箱内部を通る外気の流れができるた
め、放熱フィン（Ａ）８の両面を流れる気流ができることになり、放熱効果を高めること
が可能となる。
【００２４】
また、通風口（Ａ）２０の送風機側に第１の遮蔽板である遮蔽板２１を設けることにより
、降雨時にプロペラファン１５から水が跳ね上げられ電気品箱１に侵入するのを防止する
事ができる。
【００２５】
電気品箱１の送風機室側に面する部分を、階段状に成形し、送風機室に向けて下向きに放
熱フィン（Ａ）８を設け、プロペラファン１５の回転域の外側にある空間に沿った形状に
一枚一枚のフィンの長さを変化させて配置している。
【００２６】
送風機室側においては、プロペラファン１５の回転域の外側４隅に三角形の空間が空いて
いるため、この部分を有効に活用する事によりユニットの小型化を図ることができる。
【００２７】
電気品箱１には、内部空気を送風機室側に抜く第２の通風口である通風口（Ｂ）２２が電
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気品箱１の送風機側の垂直面に設けられており、この通風口を覆う第２の遮蔽板であるカ
バー２３を外側に設けると共に、カバー２３の開口部を前面側に向け、送風機のベルマウ
ス部２４後端より前面側に開口部を配置することにより、開口部からの水の侵入を防ぎ、
内部の通風を効果的に行う。
【００２８】
【発明の効果】
この発明に係る空気調和機の室外ユニットは、プリント基板を水平と垂直に組み合わせて
配置し、放熱フィンを電気品箱の側面と背面とに設けることにより、電気品箱部品収納効
率を高め、電気品箱及び室外ユニットの小型化を実現する。
【００２９】
また、第１の発熱部品と第１の放熱フィンとを冷却した外気を送風機室側に通す第１の通
風口を設けることにより、第１の放熱フィンの放熱効果を高める効果がある。
【００３０】
また、第１の遮蔽板を通風口の送風機側に設けることにより送風機により降雨等の水が電
気品箱に侵入するのを抑制する。
【００３１】
また、送風機室に突出した電気品箱部分を、送風機の回転領域の外側四隅の一隅に配置す
ることにより、室外ユニットの小型化を図ることができる。
【００３２】
また、送風機の回転領域の外側に沿うように、第１の放熱フィンの各フィンの長さを変化
させて配置することにより、室外ユニットの小型化を図ることができる。
【００３３】
また、電気品箱の送風機側垂直面に設けられ、電気品箱の内部空気を送風機室側に抜く第
２の通風口と、この第２の通風口を覆い、開口部が本体前面側を向き、開口部を送風機の
ベルマウス部後端より前面側に配置した第２の遮蔽板とを備えることにより、開口部から
の水の侵入を防ぎ、内部の通風を効果的に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　この発明の実施の形態の一例を示す図で、電装品取付構造を示す分解斜視図で
ある。
【図２】　この発明の実施の形態の一例を示す図で、空気調和機の室外ユニットの平面図
である。
【図３】　この発明の実施の形態の一例を示す図で、空気調和機の室外ユニットの正面図
である。
【図４】　この発明の実施の形態の一例を示す図で、空気調和機の室外ユニットの要部断
面図である。
【図５】　従来の空気調和機の室外ユニットの正面図である。
【符号の説明】
１　電気品箱、２　リアクタ、３　端子台、４　基板ホルダー（Ａ）、５　プリント基板
（Ａ）、６　発熱電子部品（Ａ１）、７　発熱電子部品（Ａ２）、８放熱フィン（Ａ）、
９　プリント基板（Ｂ）、１０　基板ホルダー（Ｂ）、１１　発熱電子部品（Ｂ）、１２
　放熱フィン（Ｂ）、１３　室外ユニット、１４圧縮機、１５　プロペラファン、１６　
仕切板、１７　熱交換器、１８　サービスパネル、１９　ルーバー、２０　通風口（Ａ）
、２１　遮蔽板、２２　通風口（Ｂ）、２３　カバー、２４　ベルマウス。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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